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【目的】薬学6年制教育課程修了の薬剤師第 1期生が実際の医療現場に立った今､

薬学教育における実務実習の経験が現場でどう生かされているのか､薬局実務実

習に関するアンケー ト調査をおこない､その成果を検討した｡

【方法 ･対象】医療現場で活躍する6年制第 1期生34名を対象にWebアンケー ト

を実施した｡｢実務実習モデル ･コアカリキュラム｣をもとに実習項目を 14個あ

げ､その項目毎に､役立った ･役立たなかった､必要 ･不要､具体的に実習が仕

事に役立った場面､もっと経験しておけばよかったこと等を調査した｡

【結果及び考察】全体的に実習を振り返り ｢役立った｣33名 ｢役立たなかった｣1

名という結果であった｡項目毎にみると ｢役立った｣という回答は ｢計数 ･計量

調剤｣29名と最も多く､｢役立たなかった｣という回答は ｢学校薬剤師｣23名と

最も多かった｡実習時間の多い項目ほど習得度が高まるため､役立っているとい

う回答が多かったと考えられる｡学校薬剤師など､実習時間も少なく､かつ現場

に出てからも活用の機会が少ないものは､役立たなかったという回答が多かった｡

しかし､役立たなかったという回答が多かった場合も､必要であるとする回答が

多く､習得できなくても経験としては必要であると感じている学生が多いことが

わかった｡｢仕事に役立った場面｣としては ｢すぐに調剤に慣れることができた｣

等調剤手技に関する意見が多く､｢もっと経験しておけばよかったこと｣としては

｢oTCの実習にもう少し力を入れて欲しかった｣等､一般用医薬品に関する意見が

多かった｡以上の結果から､6年制教育における薬局実務実習は意味あるものとい

える｡今後､指導者の立場として､より多くの経験を培 う機会を提供していきた

い｡これは薬局薬剤師にとって大きな使命であると考える｡


